
【最高裁判所事務総局】

最高裁における職員 一 人当たりの一 月当たりの平均超過勤務時閏の時間別割合

（令和4年4月から1 2月まで）

15時間以下 54% 

15時間超30時間以下 27% 

30時間超45時間以下 14% 

45時間超 ＇ 5% 

※行(-)6級以下、 行（二）、 医（一）、 医（三）の職員を対象とするもの
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【最高裁判所事務総局】

障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく障害者雇用率の推移

平成2 9年度 0.97% 

平成3 0年度 0.98% 

元年度 LJ6% 

令相2年度 2.61% 

令和3年戻 2.69% 

合予甘4年度 2,72閃
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【最高裁判所事務網尼】

一般職の常勤職員 。罪常勤昌員の数の推移

常勤職員 非雷勤詞員

令冗元年 21,530 346 

令和2年 21,510 474 

令和3年 21,499 458 

〗、和4年 21.342 493 

いずれも1 2月1日現存0)
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［最高裁判所事務舵局】

障害者枠で採用した職員に占める常勤職員の割合の推移

令和元年度 13.1% 

令和2年度 8.4% 

令和3年度 9.2% 

令印4年度 9.0% 
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